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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
周波数を設定する周波数設定手段と、
　設定された周波数を設定周波数として数字で表示する第1の周波数表示手段と、
　前記設定周波数を中心として所定の周波数範囲を扇状のスケールで、前記周波数設定手
段による周波数の設定に連動して描画する第２の周波数表示手段と、
　前記周波数設定手段は、前記スケールの仮想中心点と略同心円上に配置され、回転操作
により周波数を変更可能な周波数可変手段を備え、
　前記第２の周波数表示手段は、
前記周波数可変手段により前記設定周波数が可変された場合に、前記スケール上に所定の
周波数間隔に対応した等間隔の目盛り線を、前記スケールの中央が常に可変された前記設
定周波数に対応するよう描画することにより、前記スケールは扇状の仮想中心点を中心と
して回転させるよう表示するとともに、
さらに、前記所定の周波数範囲に対応した周波数の上位の桁から第１の所定の桁まで及び
下位の桁から第２の所定の桁までを削除した周波数の一部分を示す数字を、対応する目盛
りの近傍、かつ、前記扇状のスケールの仮想中心点を数字における文字の下方として描画
し、
前記周波数の一部分を示す数字は、ＳＩ接頭辞により慣例的に定まる３桁の数字とするこ
とを特徴とする無線機器。
【請求項２】
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　前記第２の周波数表示手段は、
　表示する文字及び文字の位置、さらに目盛り及び目盛りの位置を、前記設定周波数の周
波数設定データから算出することを特徴とする請求項１に記載の無線機器。
【請求項３】
　第１の周波数表示手段により表示される前記数字と、第２の周波数表示手段により表示
される前記スケールとは、同一の表示部に表示されることを特徴とする請求項１または２
に記載の無線機器。
【請求項４】
　前記第２の周波数表示手段は、電波形式に応じて、前記目盛りの１目盛りあたりの周波
数である前記所定の周波数間隔を変更することを特徴と請求項１から３いずれか一項に記
載の無線機器。
【請求項５】
　前記第２の周波数表示手段は、前記設定周波数を中心として複数の異なる所定の周波数
範囲を、同心円の複数の扇状のスケールで描画することを特徴とする請求項１から４のい
ずれか一項に記載の無線機器。
【請求項６】
　回転操作によって周波数を設定する周波数設定手段により、設定された設定周波数を数
字で表示し、
　前記設定周波数を中心として所定の周波数範囲を、回転操作の中心点と略同心円となる
扇状のスケールで、前記周波数設定手段による周波数設定に連動して表示し、
　前記スケール上に所定の周波数間隔に対応した等間隔の目盛り線を描画し、
　さらに、前記所定の周波数範囲に対応した周波数の上位の桁から第１の所定の桁数まで
及び下位の桁から第２の所定の桁数までを削除した周波数の一部分を示す数字を、対応す
る目盛りの近傍、かつ、前記扇状のスケールの仮想中心点を数字における文字の下方とし
て描画する工程を含み、
　前記周波数の一部分を示す数字は、ＳＩ接頭辞により慣例的に定まる３桁の数字とする
ことを特徴とする周波数表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線機器及び周波数表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アマチュア無線のように、周波数帯を割当てられ、その範囲内での任意の周波数で送受
信を行う運用の場合には、目的の周波数に同調する操作を行うのではなく、周波数を少し
ずつ上げる、または下げる等して、送信している局を探し、その送信している局に対して
同調する操作を行う。
　その際、数字による詳細な周波数表示よりは、アナログ周波数スケールを表示し、運用
周波数を指針表示で示し、指針表示が周波数スケール表示のどの位置にあるか、といった
表示である方が使用者にとって周波数帯のどのあたりで運用しているか直感的に理解しや
すい。
　特許文献１には、周波数をデジタル表示するようにした周波数表示方式において、対象
とする周波数領域全体をＮ個（但し、Ｎは２以上の整数）の区間に区分し、各区間を異な
る前記ドットで表示することが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭６０－２４９１９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、特許文献１の発明では、より詳細な周波数の変更操作をドットの表示個
所だけで行うためには、より多くのドットが必要となる。しかし、より詳細な表示が可能
な液晶等を用いてアナログ周波数スケールを表示することで、同調操作に連動した指針の
表示により、詳細な同調操作を行うことは可能である。
　しかしながら、周波数を細かく設定するためにはアナログ周波数スケールの範囲を拡大
する必要があり、その場合指針の移動距離が大きくなる。また、表示部分の大きさは有限
であるため、たとえば周波数を上げて指針が右端まで行き、それを超えたら（たとえば１
０９９から１１００といったようにある桁がひとつ増えた場合）左端に指針の表示を戻す
といった表示を行うしかない。
　また、その場合には、数字による周波数表示部分と、アナログ周波数スケールの指針表
示との目線の移動距離が一定ではなく、使用者の目に負担をかける。
　本発明はこのような問題点に鑑みなされたものであり、目線の移動が少ないアナログ周
波数スケールの表示を実現した無線機器及び周波数表示方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した従来の技術の課題を解決するため、本発明にかかる無線機器は、周波数を設定
する周波数設定手段と、設定された周波数を設定周波数として数字で表示する第1の周波
数表示手段と、前記設定周波数を中心として少なくとも１つの所定の周波数範囲を扇状の
スケールで、前記周波数設定手段による周波数の設定に連動して描画する第２の周波数表
示手段と、を備えることを特徴とする。
【０００６】
　また、前記第２の周波数表示手段は、前記スケール上に所定の周波数間隔に対応した等
間隔の目盛り線を描画し、さらに、前記所定の周波数範囲に対応した周波数の上位の桁か
ら第１の所定の桁まで及び下位の桁から第２の所定の桁までを削除した周波数の一部分を
示す数字を、対応する目盛りの近傍、かつ、前記扇状のスケールの仮想中心点を数字にお
ける文字の下方として描画してもよい。
【０００７】
　また、前記第２の周波数表示手段は、表示する文字及び文字の位置、さらに目盛り及び
目盛りの位置を、前記設定周波数の周波数設定データから算出してもよい。
【０００８】
　また、前記周波数設定手段は、回転操作により周波数を変更可能な周波数可変手段を備
え、前記周波数可変手段の回転操作の中心は、前記スケールの仮想中心点と略同心円上に
配置されてもよい。
【０００９】
　また、前記周波数可変手段により設定される前記設定周波数が可変された場合に、前記
第１の周波数表示手段は、前記周波数可変手段により可変された前記設定周波数を数字で
表示し、前記第２の周波数表示手段は、前記スケールを、前記スケールの中央が常に可変
された前記設定周波数に対応するよう描画することにより、前記スケールは扇状の仮想中
心点を中心として回転させるように表示してもよい。
【００１０】
　また、第１の周波数表示手段により表示される前記数字と、第２の周波数表示手段によ
り表示される前記スケールとは、同一の表示部に表示させてもよい。
【００１１】
　また、前記第２の周波数表示手段は、前記電波形式に応じて、前記目盛り線の１目盛り
あたりの周波数である前記所定の周波数間隔を変更してもよい。
【００１２】
　また、前記第２の周波数表示手段は、前記設定周波数を中心として複数の異なる所定の
周波数範囲を、同心円の複数の扇状のスケールで描画してもよい。
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【００１３】
　本発明にかかる周波数表示方法は、周波数を設定する周波数設定手段により設定された
設定周波数を数字で表示し、前記設定周波数を中心として少なくとも１つの所定の周波数
範囲を前記周波数設定手段による周波数設定に連動した扇状のスケールで表示し、前記ス
ケール上に所定の周波数間隔に対応した等間隔の目盛り線を描画し、さらに、前記所定の
周波数範囲に対応した周波数の上位の桁から第１の所定の桁数まで及び下位の桁から第２
の所定の桁数までを削除した周波数の一部分を示す数字を、対応する目盛りの近傍、かつ
、前記扇状のスケールの仮想中心点を数字における文字の下方として描画する工程を含む
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の無線機器によれば、目線の移動が少ないアナログ周波数スケールの表示を実現
した無線機器及び周波数表示方法を提供する事ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】実施形態における無線機器１の外観図である。
【図２】実施形態における無線機器１の構成を示したブロック図である。
【図３】実施形態における表示部３０及び周波数設定つまみ２０の詳細を示した図である
。
【図４】実施形態における表示部３０及び周波数設定つまみ２０の位置を示した図である
。
【図５】実施形態における表示制御部８００による表示位置の演算の過程を示した図であ
る。
【図６】実施形態における表示部３０に２つの周波数スケール３０２及び３０２ａを描画
した状態を示した図である。
【図７】実施形態におけるタッチパネル３０ａ上にダイヤル２０ａを描画した状態を示し
た図である。
【図８】実施形態におけるタッチパネル３０ａ上にテンキー２０ｂを描画した状態を示し
た図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について添付図面を参照して詳細に説明する。但し、この実施
形態に記載される構成要素、種類、組み合わせ、形状、その相対配置などは特定的な記載
がない限り、この発明の範囲をそれのみに限定する主旨ではなく単なる説明例に過ぎない
。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態に係る無線機器１の外観図である。
　無線機器１の前面パネル１０には、少なくとも、表示部３０と、操作部４０とを備える
。
　操作部４０には、例えば、復調音量の調整、変復調の電波形式（モード）の設定、数字
による周波数の入力、周波数帯（バンド）の変更、といった無線機器の動作の設定を行う
スイッチや回転つまみ等が配置されている。
　表示部３０は、少なくとも送受信する信号の周波数を表示する。表示部３０に表示され
る内容の詳細は後述する。
　操作部４０内には、無線機器１により送受信する信号の周波数を連続的に可変するため
の操作つまみである周波数設定つまみ２０を備える。
【００１８】
　図２は、本発明の一実施形態に係る無線機器１の構成を示したブロック図である。無線
機器１は、少なくとも、周波数制御部５００、送信部６００、受信部７００、表示制御部
８００、表示部３０、エンコーダ５０２及び周波数設定つまみ２０を備える。
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　周波数制御部５００は、例えば、演算処理等を行うＣＰＵ（Central Processing Unit
）と、ＣＰＵによって実行される演算プログラム等が記憶されたＲＯＭ（Read Only Memo
ry）と、処理データ等を一時的に記憶するＲＡＭ（RandomAccess Memory）と、を有する
マイクロコンピュータを中心に構成されている。これらＣＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡＭは、
データバス等によって相互に接続されている。
　周波数制御部５００には、例えば、光学式、または磁気式のエンコーダ５０２が接続さ
れる。エンコーダ５０２のシャフト５０４には、周波数設定つまみ２０が取り付けられて
いる。エンコーダ５０２は、周波数つまみ２０を回転させることにより回転方向に応じた
位相差を有するパルス信号を発生する。
　周波数制御部５００は、上記のパルス信号に対して所定の処理を行い、その結果を周波
数設定情報として、送信部６００、受信部７００、及び表示制御部８００に対して出力す
る。
　所定の処理とは、エンコーダの回転方向と回転量に応じて、周波数設定情報を逐次変更
していくことである。
　周波数設定情報を逐次変更していく例としては、周波数設定つまみ２０を右方向に回転
させることにより周波数を所定の周波数ステップで増やす、左方向に回転させることによ
り周波数を所定の周波数ステップで減らす、といったことである。
【００１９】
　送信部６００は、例えば、音声信号を送信信号に変換する変調器（図示せず）と、送信
信号を増幅する高周波電力増幅器（図示せず）とを有する。
　送信部６００は、周波数制御部５００から出力された周波数設定情報によって、例えば
ＰＬＬ（Phase locked Loop）、ＤＤＳ（Direct Digital Synthesizer)といった周波数発
振器の発振周波数を制御する。これにより送信周波数が設定される。
【００２０】
　受信部７００は、例えば、受信する信号の帯域制限を行う帯域制限部（図示せず）と、
受信信号を復調する復調器（図示せず）と、復調した信号を増幅する低周波電力増幅器（
図示せず）とを有する。
　受信部７００は、周波数制御部５００から出力された周波数設定情報によって、たとえ
ばＰＬＬ、ＤＤＳといった周波数発振器の発振周波数を制御する。これにより受信周波数
が設定される。
【００２１】
　表示制御部８００は、例えば、演算処理等と行うＣＰＵと、ＣＰＵによって実行される
演算プログラム等が記憶されたＲＯＭと、処理データ等を一時的に記憶するＲＡＭと、表
示部３０の表示を司るディスプレイドライバと、を有するマイクロコンピュータを中心に
構成されている。これらＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及びディスプレイドライバは、データ
バス等によって相互に接続されている。
　画像処理を高速で行う必要がある場合には、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）を使
用してもよい。
　表示制御部８００は、周波数制御部５００から出力された周波数設定情報によって、表
示部３０に対して所定の表示をさせる表示設定情報を出力する。
【００２２】
　表示部３０は、例えば、液晶、有機ＥＬ(Electro Luminescence).或いは無機ＥＬとい
った表示素子である。表示部３０は、表示制御部８００から出力された表示設定情報に基
づいた表示を行う。
【００２３】
　本発明の一実施形態に係る無線機器１の周波数設定つまみ２０、及び表示部３０に関し
て、図３を用いて詳細に説明する。
　表示部３０は、周波数設定つまみ２０の直近に配置される。さらに詳しくは、表示部３
０の位置は、周波数設定つまみ２０が手で回転操作されるため、操作による周波数の変化
の確認が容易となるように、操作している手の近傍、さらには左右どちらの手で操作され
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た場合であっても表示が見えるよう周波数設定つまみ２０の上部に配置されるのが好まし
い。
【００２４】
　表示部３０は、送受信する周波数を詳細な桁（例えば１Ｈｚの桁）までを表す周波数で
ある詳細な周波数ｆ１を表示する。さらに、周波数設定つまみ２０の回転に連動して回転
するような周波数スケール３０２を表示する。
　周波数スケール３０２は、詳細な周波数ｆ１を中央にした所定の周波数範囲をアナログ
スケール、つまり定規のような目盛りで表示するものである。
　周波数スケール３０２は、周波数設定つまみ２０の回転の中心に対して、略同心円の扇
状の形状で表示される。また扇状の外周から内周に向かって伸びる目盛り３０４を備える
。例えば、目盛りは５個おきに他の目盛りより太くかつ長く表示され、さらに１０個おき
には５個おきに表示された目盛りより長く表示される。
　１０個おきの長い目盛りの直近には、周波数スケールの回転に沿った向きで、目盛りの
一部を数字で表した周波数の一部分表示ｆ２が表示される。さらに、現在運用している周
波数（詳細な周波数ｆ１）の所定の桁数以下の数値に該当するスケール上の位置を示す指
針３０８が表示される。
【００２５】
　詳細な周波数表示ｆ１と周波数スケール３０２は、使用者の同一視野内に納まる配置と
なっている。上述した配置を全て考慮すると、上から順に、詳細な周波数ｆ１、指針３０
８、及び、周波数スケール３０２、が表示部３０に表示され、その下の位置に、周波数設
定つまみ２０があることが望ましい。
【００２６】
　周波数スケール３０２は、使用者の目線移動を行うことなく、送受信する周波数が周波
数帯のどのあたりか、の概略を使用者に認知させることが目的である。
　周波数スケール３０２によって、詳細な周波数ｆ１の周波数値全てを正確に読み取るこ
とは目的としていない。
【００２７】
　周波数スケール３０２から読み取れる周波数の分解能の一例としては、詳細な周波数ｆ
１が存在する帯域で送受信に用いられる電波形式の帯域幅が認識できる程度の分解能であ
ればよい。帯域幅を認識するとは、現在受信している信号があるとした場合に、受信して
いる信号からどれくらい離調すれば、現在行われている通信に対して影響をあたえずに送
信可能であるか、といったことを理解することである。
　例えば、送受信する周波数帯で用いられる電波形式の帯域幅がＵＳＢ（Upper Side Ban
d）であれば３ｋＨｚであり、ＡＭ(AmplitudeModulation)であれば６ｋＨｚであることか
ら、周波数スケール３０２の目盛り３０４は、ｋＨｚの単位が認識できればよい。
【００２８】
　また、詳細な周波数ｆ１における上位側の所定の桁（例えば１ＭＨｚの桁）の数字を増
やす又は減らすまでには、周波数設定つまみ２０をかなり多く回転させることになる。そ
のため上位の桁ほど数字が変わる頻度が少ないため、周波数スケール３０２で詳細な周波
数ｆ１における上位側の所定の桁以上を認知させる必要は無い。例えば、ＭＨｚ以上の桁
は、認識できなくてもよい。
【００２９】
　図３に示すように、周波数スケール３０２を１ｋＨｚに相当する目盛りとし、目盛りに
ふられる数値を１ｋＨｚ～１００ｋＨｚの桁に相当する数値とすることにより、０００～
９９９ｋＨｚで１ｋＨｚの桁の直読が可能である。使用者の視野内にある詳細な周波数表
示ｆ１の上位の桁（ＭＨｚ台）つまり１４ＭＨｚと、周波数スケール３０２に表示された
一部分表示ｆ２の数字１９０と２００とから１４．１９０ＭＨｚと１４．２００ＭＨｚと
の間で運用中であること、が瞬時に把握できる。
　そのため、周波数スケール３０２内には詳細な周波数ｆ１の全ての桁に対応する数字を
表示する必要は無く、また全ての目盛りに数字を表示する必要も無い。例えば、きりの良
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い周波数（数字）となる位置の目盛りに数字を表示するのみであってもよい。
【００３０】
　周波数スケール３０２内の数字である一部分表示ｆ２は、前述したようにきりの良い数
字が好ましい。図４に示す１～１００ｋＨｚの桁で１０ＫＨｚ毎の表示（０００、０１０
、・・・９８０、９９０）に限ることはないが、使用者が認識しうる程度、また、無線機
器１のデザイン上、表示部３０に行う表示が過密または過疎とならなければよい。
【００３１】
　周波数スケール３０２内の目盛り３０４の位置は、周波数制御部５００から得られる周
波数設定情報（詳細な周波数ｆ１のデータ）を元に、表示制御部８００が、常に計算で求
める。そのため周波数制御部５００からの周波数の連続的に上げる又は下げる周波数設定
情報の変化に応じて、周波数スケール３０２の目盛りは、図４に示す周波数スケール３０
２の扇状の仮想の中心Ｚ´を中心に回転するように見える表示となる。
【００３２】
　周波数スケール３０２内の一部分表示ｆ２も目盛り３０４と同様に、周波数制御部５０
０から得られる周波数設定情報（詳細な周波数ｆ１のデータ）を元に、表示制御部８００
が常に計算に求める。さらに、その一部分表示ｆ２は該当する目盛りの直近に、図４に示
すように周波数スケール３０２の仮想の中心Ｚ´方向を下向きにして表示される。
　また、図４に示すように、一部分表示ｆ２は、詳細な周波数ｆ１の値によっては表示部
３０の表示領域内に完全な形で表示されない一部分表示ｆ２ａとなる場合もある。上述し
た周波数スケール３０２のスケール範囲の上限周波数より所定の周波数分上まで、下限周
波数より所定の周波数分下までを表示制御部８００は計算で求めておく必要がある。
【００３３】
　詳細な周波数ｆ１は、現在送受信可能な運用周波数の詳細を数値で表しているが、周波
数スケール３０２は、詳細な周波数の一部の数値をアナログ的な位置で表示するものであ
る。
　以下に目盛り３０４及び一部分表示ｆ２の位置の求め方に関して説明する。
【００３４】
　周波数スケール３０２は、図４で示すように、仮想中心点Ｚ´を中心とした扇状の形状
として表示部３０に表示される。表示制御部８００は、周波数スケール３０２が仮想中心
点Ｚ´を中心とした円であるとして、目盛りを表示する角度を指定することで目盛りの位
置を指定することができる。
【００３５】
　図５は、詳細な周波数ｆ１のデータから、周波数スケール３０２が意味する数値、前記
数値に対応する角度、目盛りを表示する角度、一部分表示ｆ２を表示する角度を求める過
程を示している。
　表示制御部８００が、周波数設定情報から得られるのは、詳細な周波数ｆ１のデータつ
まり図５で示す「Ａ」である。表示制御部８００は、詳細な周波数ｆ１のデータを周波数
スケール３０２の中央値、つまり指針３０８が示すスケールの値を、周波数スケール３０
２の直上方向のスケールの値「Ｂ」に相当するものとして表示するための情報を計算する
。
【００３６】
　表示制御部８００は、周波数設定情報を元にして、仮想中心点Ｚ´を中心とし直上方向
の角度を詳細な周波数ｆ１の第１の所定の桁以下の数値「Ｂ」に設定し、詳細な周波数ｆ
１の第１の所定の桁以下の数値「Ｂ」から所定の範囲のプラス方向の数値「Ｃ」、詳細な
周波数ｆ１の第１の所定の桁以下の数値「Ｂ」から所定の範囲のマイナス方向の数値「Ｄ
」を割り当てる。無論割り当てる順番は問わない。
【００３７】
　図４を用いて具体的に説明すると、表示制御部８００は、指針３０８が示す位置となる
直上方向の角度（９０度）に、９，９９０，７００Ｈｚの１００ＫＨｚの桁以下の数値（
図５で示す「Ｂ」）「９９０，７００」を設定する。これは、詳細な周波数ｆ１を１，０
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００，０００で除算（１）した余りと考えればよい。
　以下同じ除算の場合には、その後の括弧内の数値で区別する。
【００３８】
　さらに、予め１度あたり数値を定めておき、少なくとも表示部３０に表示が可能な範囲
の角度に、数値を割り当てる。
　例えば、１度あたり「１，０００」と定め、中央値として「Ｂ」に「９９０，７００」
が設定されたとすると、「Ｃ」で示されるプラス方向の数値は、・・・「９９１，７００
」は９１．０００度・・・「９９２，７００」は９２．０００度・・・に設定され、「Ｄ
」で示されるマイナス方向の数値は、「９８９，７００」は８９．０００度・・・「９８
８，７００」は８８．０００度・・・に設定される。
【００３９】
　周波数スケール３０２に目盛り３０４を表示するための計算範囲としては、表示部３０
の表示範囲により目盛り３０４の一部が表示されない場合もあるので、多少広い範囲を計
算しておく必要はある。
　例えば、±２０ＫＨｚの範囲まで計算すると、スケールの右側は９，９７０，７００Ｈ
ｚ、左側は１０，０１０，７００Ｈｚ、に相当する値（「９７０，７００」～「０１０，
７００」）に対して角度を割り振ることになる。「９９９，９９９」以上となっても桁上
がりしない。これは「Ｂ」を求める際、詳細な周波数ｆ１を１，０００，０００で除算（
１）した余りとしたのと同様の処理で、計算上必要が無い桁を削除したことによる。
【００４０】
　さらに表示制御部８００は、第２の所定の桁以下の数値を所定の値（１ｋＨｚに相当す
る数値）で除算（２）して余りが０となる数値「Ｅ」に対応する角度「Ｆ」に目盛り線を
表示する位置（角度）の指示を行う。
【００４１】
　図５を用いて具体的に説明すると、詳細な周波数ｆ１は、９，９９０，７００Ｈｚであ
るから、周波数スケール３０２の中央値Ａは、Ｂ「９９０，７００」となる。Ｂ「９９０
，７００」は１０００（１ＫＨｚに相当する数値）で除算（２）すると７００余る為、目
盛り線の表示はされない。
【００４２】
　表示制御部８００は、Ｂ「９９０，７００」を中心にして計算を行う。例えば±２０Ｋ
Ｈｚに相当する範囲（「９７０，７００」～「０１０，７００」）で計算すると、「Ｅ」
で示される「９７１，０００」・・・「９９０，０００」・・・「９９１，０００」・・
・「０００，０００」・・・「０１０，０００」が１，０００で除算（２）した結果が余
り０となる。そのため、それらの数値に対応する角度「Ｆ」となる位置に目盛り線を表示
する指示を行う。
【００４３】
　角度と数値の対応は、任意に設定可能である。例えば、１度あたりの数値を１，０００
とし、１度毎の目盛りとなり、スケールの１目盛りは１ＫＨｚの表示となる。
【００４４】
　同様な方法で、上記した除算（２）を５０００で割ることとし、余りが０となる角度を
、１ｋＨｚ毎の目盛り線より太い目盛り線として、５ｋＨｚ毎の目盛りであることを表す
ことができる。
【００４５】
　さらに同様な方法で、上記した除算（２）を１００００で割ることとし、余りが０とな
る角度を５ｋＨｚ毎の目盛り線より長い目盛り線として１０ｋＨｚ毎の目盛りであること
を表すことができる。
【００４６】
　一部分表示ｆ２は、目盛り線とは異なり数値を数字で表示する。
　そのため表示制御部８００は、表示する角度と数字の数値を求める。角度は、前述した
目盛りの位置（角度）を求める計算方法により求めることができる。以降、数値と数字を
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併記するが、数値は計算上の値であり、数字は表示される文字を意味する。
【００４７】
　表示制御部８００が、周波数設定情報から得られるのは、詳細な周波数ｆ１のデータつ
まり図５における「Ａ」である。これを周波数スケール３０２の中央値、つまり指針３０
８が示すスケールの値であり、周波数スケール３０２の直上方向のスケールの値つまり図
５における「Ｂ」に相当するものとして表示する情報を計算する。
【００４８】
　表示制御部８００は、周波数設定情報を元にして、仮想中心点Ｚ´を中心とし直上方向
の角度を詳細な周波数ｆ１の第１の所定の桁以下の数値「Ｂ」に設定する。そして、詳細
な周波数ｆ１の第１の所定の桁以下の数値「Ｂ」から所定の範囲のプラス方向の数値「Ｃ
」、詳細な周波数ｆ１の第１の所定の桁以下の数値「Ｂ」から所定の範囲のマイナス方向
の数値「Ｄ」を割り当てる。無論割り当てる順番は問わない。
【００４９】
　さらに表示制御部８００は、第３の所定の桁以下の数値を所定の値（１０ｋＨｚに相当
する数値）で除算（３）して余りが０となる数値に対応する角度「Ｈ」にその除算の結果
の数値「Ｊ」を数字「Ｊ」で表示する指示を行う。
【００５０】
　図４を用いて具体的に説明すると、表示制御部８００は、指針３０８が示す位置となる
直上方向の角度（９０度）に、９，９９０，７００Ｈｚの１００ＫＨｚの桁以下の数値（
図５で示すＢ）「９９０，７００」を設定する。これは、詳細な周波数ｆ１を１，０００
，０００で除算（１）した余りと考えればよい。
【００５１】
　上記の除算（１）により、周波数スケール３０２の中央の値、つまり指針３０８が示す
位置となる直上方向の角度（９０度）に、９，９９０，７００Ｈｚの１００ＫＨｚの桁以
下の数値Ｂ「９９０，７００」を設定する。さらに、予め１度あたりの数値を定めておき
、少なくとも表示部３０に表示が可能な範囲の角度に、数値「Ｂ」を割り当てる。
【００５２】
　例えば、１度あたり「１，０００」と定め、中央値として「Ｂ」に「９９０，７００」
が設定されたとすると、「Ｃ」で示されるプラス方向の数値は、・・・「９９１，７００
」は９１．０００度・・・「９９２，７００」は９２．０００度・・・に設定され、「Ｄ
」で示されるマイナス方向の数値は、「９８９，７００」は８９．０００度・・・「９８
８，７００」は８８．０００度・・・に設定される。
【００５３】
　周波数スケール３０２に一部分表示ｆ２を表示するための計算範囲としては、表示部３
０の表示範囲により一部分表示ｆ２の一部が表示されない場合（ｆ２ａ）もあるので、多
少広い範囲を計算しておく必要はある。
　例えば、±２０ＫＨｚの範囲まで計算すると、スケールの右側は９，９７０，７００Ｈ
ｚ、左側は１０，０１０，７００Ｈｚ、に相当する値（「９７０，７００」～「０１０，
７００」）に対して角度を割り振ることになる。
【００５４】
　さらに表示制御部８００は、第３の所定の桁以下の数値を所定の値（１０ｋＨｚに相当
する数値）で除算（３）して余りが０となる数値「Ｇ」に対応する角度「Ｈ」を、数字「
Ｊ」を表示する角度とする。
【００５５】
　図５を用いて具体的に説明すると、詳細な周波数ｆ１は、９，９９０，７００Ｈｚであ
るから、周波数スケール３０２の中央値「Ｂ」は、「９９０，７００」となる。「９９０
，７００」は１０，０００で除算（３）すると「０，７００」余る為、一部分表示ｆ２と
なる数字が表示される角度とはならない。
【００５６】
　表示制御部８００は、Ｂ「９９０，７００」を中心にして計算を行う。例えば±２０Ｋ
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Ｈｚに相当する範囲（「９７０，７００」～「０１０，７００」）で計算すると、「Ｇ」
で示される「９８０，０００」、「９９０，０００」、「０００，０００」、「０１０，
０００」が１０，０００で除算（４）した結果が余り０となる。従って、それらの数値に
対応する角度「Ｈ」となる位置が数字を表示する位置となる。
【００５７】
表示する数字「Ｊ」（一部分表示ｆ２）は任意の桁でよい。しかし、周波数を表示するに
際しては、ｋＨｚ、ＭＨｚといった１０００の桁毎の表示が慣例的であることから、前記
した「９８０，０００」、「９９０，０００」、「０００，０００」、「０１０，０００
」といった数値を、１，０００で除算（４）した数値「Ｊ」「９８０」、「９９０」、「
０００」、「０１０」を表示する数字とする。
【００５８】
　以上により表示制御部８００は、一部分表示ｆ２の数字「Ｊ」と位置（角度）「Ｈ」を
求めることができる。
　さらに、表示制御部８００は、前記した位置（角度）に一部分表示ｆ２の数字「Ｊ」を
周波数スケール３０２の仮想の中心Ｚ´方向を下向きにして表示する指示を行う。
【００５９】
　一部分表示ｆ２は、周波数スケール３０２が回転するのに連動して回転する表示となる
。つまり、周波数設定つまみ２０を回し、周波数の変更を行うと、回転方向に沿った表示
である一部分表示ｆ２も周波数設定つまみ２０と略同心円の回転となり、詳細な周波数表
示ｆ１に対応した表示となる。従って、あたかも回転つまみ２０の回転に連動して数字が
振られ目盛りがついた円盤が回転するように表示される。
【００６０】
　周波数スケール３０２は、回転する円盤を仮想した表示であるが、図４に示すように周
波数設定つまみ２０の中心Ｚと、周波数スケール３０２の仮想の中心Ｚ´と、の中心が完
全に一致しなくてもよい。
　しかし、あまりに中心同士が離れてしまうと、使用者は、周波数設定つまみ２０に対し
て行っている操作に対して、周波数スケール３０２が略同心円上で回転しているようには
感じられなくなる。そのため、周波数設定つまみ２０の外周より内側に、周波数スケール
３０２の仮想中心点があることが望ましい。
【００６１】
　実施例としてスケール内の一部分表示ｆ２は、１～１００ｋＨｚの桁を表示することと
したが、むろんこれは一例であり、どの桁にするかは任意である。
　例えば１目盛りを５０ｋＨｚに相当するものとして、一部分表示ｆ２を１０目盛り毎に
１００、２００、３００・・・として１００ｋＨｚに相当する表示としてもよい。
　また、一部分表示ｆ２の桁を１～１００ｋＨｚとした場合であっても、受信周波数が５
０，０００Ｈｚ～９９，９９９Ｈｚといった１００ｋＨｚ未満の長波の場合、一部分表示
ｆ２の上位の桁の「０」の表示を削除してもよい。
【００６２】
　本発明は以上の実施例に限らず、種々変形が可能である。
　例えば、周波数スケール３０２の範囲、１目盛りあたりの周波数を、電波形式によって
異なる設定としてもよい。
【００６３】
　電波形式がＣＷ（Continuous Wave)。であれば、近接周波数の他局からの混信を除去す
るため帯域制限部で制御する帯域を、例えば、５００Ｈｚ、又は２５０Ｈｚといった狭い
帯域に設定することがある。周波数スケール３０２はあくまで周波数の概略を認知させる
手段とはいえ、１目盛りが１ｋＨｚに相当する目盛りでは、１目盛り内に複数の局が存在
する可能性があることから、受信している局と周波数の関係が詳細な周波数ｆ１でしか判
らない。そのため、１目盛りを１００Ｈｚの表示に相当する表示とすることにより、周波
数スケール３０２の示す位置で受信している局と周波数との関係が容易に認識できる。
【００６４】
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　電波形式がＦＭ(Frequency Modulation)の場合には、アマチュア無線では帯域制限部は
２０ｋＨｚに設定されることが多い。その場合、１ｋＨｚ毎の目盛りの必要性が薄れるこ
とから、５ｋＨｚ毎や１０ｋＨｚ毎の目盛り表示としてもよい。
【００６５】
　また、周波数設定つまみ２０の回転量に対する周波数の変化量は、適時設定が可能であ
る。
【００６６】
　例えば、エンコーダの１回転あたりのパルス数を１０００パルスとし、１パルスで周波
数が１Ｈｚ変わる設定とすると、周波数設定つまみ２０が１回転で周波数は１ｋＨｚの変
化となる。
　図３の周波数スケール３０２の一目盛りは１ｋＨｚであるから、周波数設定つまみ２０
を１回転すると、周波数スケール３０２は一目盛り分回転した表示となる。つまり、周波
数設定つまみ２０の回転に周波数スケール３０２の回転は連動するが、周波数設定つまみ
２０の回転する速度に対して、周波数スケール３０２の表示が回転する速度は減速された
表示となる。
【００６７】
　周波数スケール３０２は、周波数制御部５００から得られる周波数設定情報（詳細な周
波数ｆ１のデータ）を元に、表示制御部８００が常に計算で求めている。
　そのため、操作部４０の数字キーを操作することにより周波数が設定された場合であっ
ても、瞬時に、周波数スケール３０２は再描画され、その詳細な周波数ｆ１に対応した周
波数スケール３０２の表示となる。
【００６８】
　また、周波数を所定の周波数間隔で所定の時間毎に変更していく動作である周波数スキ
ャンの場合、詳細な周波数ｆ１に連動し、周波数が高くなる方向の周波数スキャンであれ
ば周波数スケール３０２は右回りに回転する表示となり、周波数が低くなる方向のスキャ
ンであれば、周波数スケール３０２は左回りに回転する表示となる。
【００６９】
　周波数スケール３０２は１つでなくてもよく、図６に示すように二重の表示とし、それ
ぞれ周波数スケール３０２は、1目盛り１ｋＨｚ、周波数スケール３０２ａは、1目盛り１
００ｋＨｚとしてもよい。
【００７０】
　また、アマチュア無線に割り当てられた周波数帯や、短波帯の放送バンド等の場合に、
周波数スケール３０２のそれらの周波数帯域内のスケールの色や指針の色を変えても良い
。
【００７１】
　周波数設定つまみ２０は、実際のダイヤルであることに限らず、図７に示すように周波
数操作部３０ａをタッチパネルとしタッチパネル上に描画された絵のダイヤル２０ａであ
ってもよく、これを指で回転するようになぞることで、周波数を可変する構成としてもよ
い。さらに、描画されたダイヤル２０ａが操作に応じて回転する描画としてもよい。
　またタッチパネル上に、図８に示すようにテンキー２０ｂを表示して、タッチパネル２
０ｂ上の数字をタッチして数字を入力することで詳細な周波数ｆ１を設定してもよい。
【符号の説明】
【００７２】
　１　無線機器、１０　前面パネル、２０　周波数設定つまみ、２０ａ　ダイヤル、２０
ｂ　テンキー、３０　表示部、３０ａ　タッチパネル、４０　操作部、５００　周波数制
御部、５０２　エンコーダ、５０４　シャフト、６００　送信部、７００　受信部、８０
０　表示制御部、
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